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１．緒 言 

 最近の電子機器は小型化、高周波化が進んで

いる。粒径の大きく異なる磁性微粒子を複合すると、

磁気特性が向上するとの報告がある（１）。 
 本研究では、高透磁率複合磁性微粒子を１)トロ

イダルコア状に加工したとき、２）平板状に加工した

とき（フェライトヨーク法）により比透磁率μsを測定し、

１）、２）の結果について比較した。 
 
２．実 験 

本実験で用いた高透磁率複合磁性微粒子は粒

径約 1[μm]のFe粒子と、粒径約 10[nm]のマグネタ

イト粒子(Fe2O3)を８：３に混合したものを用いた。 
１）トロイダルコア：本校マシンニングセンターで

加工した Al 型に高透磁率複合磁性微粒子を流し

込み、外径 13[mm]、内径 7[mm]、厚さ ５[mm]で
高温硬化（100℃）したものを用いた。  

２）平板状に加工した試料：高透磁率複合磁性

微粒を縦 26[mm]、横 25.2[mm]、厚さ 1.3[mm]のス

ライドガラス上に、縦 15.6[mm]、横 7.3[mm]、厚さ

0.1～0.5[mm]で複合微粒子を塗布し、磁界を印加

した時と磁界を印加しない時の二種類を試作し、

100℃の中で数時間高温硬化させたものを用いた。

フェライトヨーク法による測定では巻数 10、Gap=5
ｍｍのフェライトコアを用いた。 

測 定 に は ベ ク ト ル イ ン ピ ー ダ ン ス メ ー タ ー

(4193A ：HP社)を使用しL値を測定して、比透磁

率μSを求めた。 
 
３．結 果 

表 1 は複合微粒子の硬化条件を示し、図１は実

験結果示し、表２は実験結果を示す。 
 

表１ 複合微粒子の硬化条件 
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    図１ ｆ－μsの特性 
 

表 2 10[MHz]時の比透磁率 
μS0 29.9 
μS1 10.5 
μS2 14.0 

 
４．結 言 
 本実験結果より、フェライトヨーク法では、磁界を

印加しない時に比べると、印加時の方が高いμs

が得られた。 
トロイダルコア状に加工した複合微粒子と、フェ

ライトヨーク法により測定した値を比較すると、前者

の方が高透磁率が得られた。これは、後者は開磁

路のため漏れ磁束が多くなったと考えられる。 
 
５．今後の発展 

高透磁率材料を得るために、高密度でトロイダ

ルコア状に複合磁性微粒子を加工するための加

工方法、磁性微粒子の種類、比率を検討すること

により、比透磁率μSが上がる可能性がある。 
Al 型に高透磁率複合磁性微粒子を流し込み ト

ロイダルコア状加工するとき成功率が低く、方法の

改善が課題となる。 
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μS0 トロイダルコア状に加工した複合微粒子 
μS1 フェライトヨーク法：厚さ 0.1[mm] 
μS2 フェライトヨーク法：厚さ 0.1[mm]＋磁界(2kOe) 
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